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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 
「美化推進協議会による秋の清掃活動」及び「秋のごみゼロ地域清掃活 

動」の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

毎年春と秋の年２回、ビューティフル・ウィンドウズ運動の一環として 

清掃活動を行っており、秋については、毎年１０月から１１月にかけて、 

「美化推進協議会による秋の清掃活動」及び「秋のごみゼロ地域清掃活動」 

を実施している。 

令和８年度秋の清掃活動について、次のとおり実施する。 

 

１ 美化推進協議会による秋の清掃活動 

（１）実施方法 

団体ごとに集合場所に向かって清掃活動を行い、集合場所でごみを 

回収する。ごみ回収時に清掃活動の参加記念品（ごみ袋・携帯トイレ 

など）を配布する。 

（２）清掃活動日程及び実施場所等 

春の清掃活動は、５月２８日（木）に区内６駅で一斉開催したが、 

秋については各美化推進協議会長と協議の結果、それぞれ別日での開 

催とする。 

実施日 場 所 集合場所 参加予定人数 

１０月３０日(金) 綾 瀬 駅 東綾瀬公園 約４００人 

１１月 ２日(月) 竹ノ塚駅 竹ノ塚駅東口広場 約２００人 

１１月 ５日(木) 五反野駅 足立小学校 約１５０人 

１１月 ９日(月) 梅 島 駅 梅島天満宮 約１００人 

１１月１３日(金) 北千住駅 
東京電機大学 

キャンパスプラザ 
約１５０人 

１１月３０日(月) 西新井駅 西新井公園 約１００人 

※ 実施時間は午後２時から３時まで 

※ 綾瀬は「綾瀬地区防犯対策推進協議会」と合同で実施 

※ 北千住は東京国道事務所との協定に基づく国道４号線千住地区の 

清掃作業期間に合わせて実施 

（３）美化推進協議会とは 

「足立区歩行喫煙防止及びまちをきれいにする条例」に基づく美化 

運動の推進を図ることを目的とする団体。主要６駅周辺の町会・自治 

会、商店街、友愛クラブ、事業所、学校、官公庁（警察署・消防署等） 

及び区で構成 
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２ 秋のごみゼロ地域清掃活動 

（１）目的 

ア ごみゼロ地域清掃活動を「点から面へ」「キャンペーンから日常 

へ」と全区的に展開することにより、区民の美化意識の向上を図る。 

イ 参加団体に自宅や施設周辺など身近な地域で清掃活動を実施して 

いただくことにより、まちの美化を維持する。 

（２）期間 

１０月・１１月（区の美化強化期間を中心とした２か月間） 

（３）対象 

町会・自治会、商店街、民間事業所、保育園、幼稚園、小・中学校、 

高等学校、大学、区施設等 

（４）実施内容 

ア 上記期間中に参加団体が実施日を設定し、参加可能な人数で、各 

団体の周辺地域の清掃活動を行う。 

イ 参加団体に「ビューティフル・パートナー」ロゴ入りごみ袋等の 

清掃物品を進呈 

 

３ 今後の方針 

（１）区に登録している清掃美化活動実施団体やごみゼロ地域清掃活動参 

加団体に対して、美化推進協議会による清掃活動への参加協力を依頼 

する。 

（２）外国人関連団体（日本語学校や日本語ボランティア教室、ＮＰＯ等） 

に対して美化推進協議会による清掃活動の参加を呼びかける。 

（３）美化推進協議会による清掃活動の取組を区ホームページ、ＳＮＳ等 

を活用して情報発信し、区民の新規参加を呼びかける。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 「Ｌ・フェスタ２０２６あだち」の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内   容 

足立区女性団体連合会と区の共催イベント「Ｌ・フェスタ２０２６あだ 

ち」を次のとおり開催する。 

 

１ 目的 

区民の相互理解や交流を深め、性別に関係なく、その個性と能力を十 

分に発揮することのできる男女共同参画社会の実現を目指す。 

 

２ テーマ 

だれもが自分らしく、生き生きと輝く社会をつくろう 

 

３ 開催日時・会場 

（１）開催日時 

令和８年１１月１４日（土）・１５日（日） 

両日とも午前１０時から午後４時まで 

※ 国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間 

１１月１２日～１１月２５日 

（２）会場   

エル・ソフィア 

 

４ 主な企画案 

日 程 企 画 

１１月１４日（土） 

① 講談「育児講談奮闘記」 

講談師：一龍斎貞鏡（いちりゅうさいていきょう） 

② 講座（包括的性教育） など 

１１月１５日（日） 

① 講座「正しい認知症の知識や周りの方のサポ 

ート方法を学ぶ」 

② 赤ちゃんから楽しめるクラシックコンサート 

③ ピックルボール体験※ など 

 ※ 穴の空いたボールを「パドル」と呼ばれるラ 

ケットで打ち合うスポーツ 

１１月 ６日（金） 

    ～ 

１１月１５日（日） 

男女共同参画パネル展示（男女参画プラザの紹介、

ＬＧＢＴを知ろう、ＤＶ防止 など） 
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５ 今後の方針 

チラシ配布、あだち広報１０月１０日号掲載、区ホームページ掲載、 

ＳＮＳ発信により周知する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 孤立ゼロ強化月間の取組について 

所管部課名 地域のちから推進部絆づくり担当課 

内   容 

令和８年１１月に実施する「孤立ゼロ強化月間」の取組予定について、 

次のとおり報告する。 

１ 目的 

（１）足立区孤立ゼロプロジェクト推進事業の周知及び区民への「気にな 

る高齢者がいたら地域包括支援センターへ連絡」の意識啓発を行う。 

（２）ポスターやステッカー等の啓発物品の掲出をきっかけにして、足立 

区孤立ゼロプロジェクト推進事業に協力していただける店舗と地域包 

括支援センターとの関係づくりを推進する。 

２ 取組事項 

（１）協力店舗等での啓発物品によるＰＲ【拡充】 

ア ポスター・卓上ミニのぼり・ステッカー 

 

イ 掲出場所 

 協力主体 協力内容 
掲出依頼

予定数 

１ 
絆のあんしん

協力機関 

① 医療機関、金融機関待合スペース 

でのポスター掲出 

② 商店のレジ付近や店内外での卓上ミ

ニのぼり、ポスター掲出 

③ 新聞配達店事業所内で配達員の作 

業スペースへの卓上ミニのぼり掲出 

800か所 

        

      

卓上 
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 協力主体 協力内容 
掲出依頼 

予定数 

２ 

協力店舗（絆

のあんしん協

力機関以外の

企業や団体） 

① 理容店の待合スペース、店舗入口 

での卓上ミニのぼり、ポスター掲 

出 

② スーパーマーケットのサッカー台 

付近への卓上ミニのぼり、ポスタ 

ー掲出 

③ 運送会社のお客様手続カウンター 

付近での卓上ミニのぼり掲出 

④ 公衆浴場のお客様利用スペースへ 

の卓上ミニのぼり、ポスター掲出 

⑤ 商店街での卓上ミニのぼり、ポス 

ター掲出 

700か所 

３ 町会・自治会 ① 掲示板でのポスター掲示 4,910か所 

４ 区施設 

① 地域包括支援センター、地域学習 

センターなど区施設でのポスター 

掲出 

② 区内公衆喫煙所灰皿や、区営駐輪 

場へのステッカー掲示 

180か所 

※ 下線は新規の取組 

【令和７年度掲出例】 

 

 

 

 

 

 

 

商店 正面ガラス         商店 レジ前 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙所         スーパー サッカー台 
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（２）アリオ西新井への孤立ゼロ強化月間ＰＲブースの出展【新規】 

日 時 
１１月１４日（土）・１５日（日） 

両日とも午前１０時から午後４時まで 

目 的 

孤立ゼロプロジェクトの認知度が低い２０～６０代を対象

に周知啓発を図る。 

※ Ｒ７世論調査において７０歳以上の認知度が４５.８％ 

に対し、１８歳～７０歳未満の認知度が２５.７％ 

内 容 

① 孤立のサイン、あだち絆づくり通信をＡ１サイズのパネ 

ルで展示 

② 郵便物であふれている郵便受けや、宅配物がたまってい 

る玄関ドアを再現した展示 

③ ＰＲ動画（孤立ゼロプロジェクトのうた、孤立サインの 

うた）の放映 

④ 孤立ゼロプロジェクト事業の説明と、地域包括支援セン 

ターを紹介し、気づきのポイント集（以下参照）をお渡 

しする。特に興味を持っていただいた方に絆のあんしん 

協力員への登録勧奨を行う。 

⑤ 地域包括支援センターによる出張相談コーナーを併設す 

  る。 

⑥ 啓発物品及び孤立ゼロプロジェクトのぼり旗掲出 

 

気づきのポイント集 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）周知方法 

ア あだち広報１０月１０日号 

イ あだち絆づくり通信の発行 

ウ 区ホームページ 

エ ＳＮＳでの発信 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 足立区郷土芸能大会の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内   容 

足立区郷土芸能大会の開催概要を次のとおり報告する。 

１ 開催日時 

令和８年１０月１８日（日） 

（１）開会式      午前１１時から１１時３０分まで 

（２）青少年奨励賞表彰 午前１１時３０分から１１時４５分まで 

（３）郷土芸能大会   正午から午後４時まで 

２ 会場 

西新井文化ホール 

３ 郷土芸能大会参加団体（五十音順） 

加盟３２団体中、１６団体が参加 

１ 曙箕輪囃子桜会 ９ 神田囃子睦会 

２ 綾瀬神社江戸祭囃子保存会 10 栗原石塚囃子連中 

３ いなほ千住囃子保存会 11 島根ばやし連中 

４ 江戸あだち太鼓・大鷲会 12 
西之宮稲荷神社五反野祭囃子

保存会 

５ 江戸ばやし千住巴会 13 二ツ家箕濃が谷囃子連中 

６ 葛西囃子北野神社保存会 14 保木間箕濃が谷囃子保存会 

７ 川田囃子連中 15 柳原箕輪囃子連 

８ 神田囃子千四会 16 六月囃子連中 

４ 青少年奨励賞表彰 

足立区郷土芸能保存会より、会員として郷土芸能の習得に５年以上励 

み、その行動が他の模範となる青少年に対して表彰を行う。足立区長、 

郷土芸能保存会会長の連名による賞状を授与する。 

受賞者 ４名 （江戸あだち太鼓・大鷲会、江戸ばやし千住巴会） 

５ 子どもお囃子体験会 

締太鼓に触れ演奏する楽しさを体感していただき、郷土芸能への関心 

を高める。 

（１）開催時間  午後１時から２時３０分まで（予定） 

（２）場所    ギャラクシティモール内 

６ 主催 

足立区郷土芸能保存会、足立区 
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７ 周知について 

あだち広報９月２５日号や区ホームページ、ＳＮＳで発信するととも 

に、駅構内や区内施設へのポスター掲示、チラシの配架により周知を図 

る。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 秋の郷土博物館のイベントについて 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内   容 

郷土博物館開館４０周年に向け、秋に開催するイベントを次のとおり報 

告する。 

１ イベント内容 

日程 イベント 内容 

９月１９日（土）  

    ～ 

９月２３日（水・祝） 

生け花展 

企画展「新版 広重目線」の

開催に合わせ足立区華道茶道

協会による広重の浮世絵をイ

メージした生け花を展示 

９月２５日（金） 

午後５時３０分から 
中秋の名月 

学芸員による月を鑑賞する歴

史の解説と月見 

１０月１８日（日） 

午後５時３０分から 
ＪＡＺＺ演奏 

サックス、ピアノとアコース

ティックベースによるＪＡＺ

Ｚ演奏 

１０月２５日（日） 

午後５時３０分から 
弦楽四重奏 

東京藝術大学と連携し、弦楽

四重奏の実施 

１１月３日（火・祝） 

午前９時から 

※ 郷土芸能鑑賞会は 

午前１０時から 

郷土芸能鑑賞会 
郷土芸能保存会によるお囃子

を実施 

クイズラリー 

館内でクイズラリーを実施

し、参加者にはノベルティを

プレゼント（５００名想定） 

チャームづくり 

開館４０周年ロゴが焼き印さ

れた木材及び革でチャームづ

くり（５００名想定） 

２ 無料開館 

開館記念日に向け、１０月１８日（日）、１０月２５日（日）のイベ 

ント実施日は無料開館とする。 

３ 今後の方針 

１４か所すべての学習センターのミニコミ紙に掲載するとともに、区 

ホームページや足立区LINE公式アカウント、ＳＮＳを活用し、各イベン 

トの周知を強化する。あわせて、２月１３日（土）から開催する文化遺 

産調査特別展「門井掬水」に向け、アウトリーチも強化し、来館者増を 

図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 「みる」スポーツ観戦（体験会）の開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

令和８年８月の開催結果について、次のとおり報告する。 

 

１ 目的 

「みるスポーツ」としてトップアスリートの競技を観戦する機会を提供し、 

その感動を自ら「するスポーツ」へのきっかけとする。障がいの有無にか 

かわらず、誰もがスポーツの楽しさを身近に感じられる機会をつくること 

で、スポーツの振興と区民の心身の健康及び生活の質の向上に貢献する。 

 

２ 女子フットサル観戦（関東リーグ・東京都リーグ）及び体験会の開催 

（１）日時 

   ① 令和８年８月８日（土）午前１０時３０分から午後８時まで 

② 令和８年８月９日（日）午前 ９時３０分から午後６時まで 

（２）会場 

   総合スポーツセンター 

（３）結果 

   令和８年８月８日（土） 東京都女子フットサル１部・２部リーグ 

内容 開始時間 参加者等 

【観戦：1部リーグ】 

第 1～第 3試合 
午前 10時 30分 

約 127人 

（申込不要） 

【親子体験会】 

5歳と保護者 
午後  2時 30分 

14組 30人 

（定員 30組・申込 17組） 

【観戦：2部リーグ】 

第 4～第 6試合 
午後  4時 10分 

約 113人 

（申込不要） 

 

令和８年８月９日（日） 関東女子フットサル１部リーグ 

内容 開始時間 参加者等 

【親子体験会】 

小学校低学年と保護者 
午前  9時 30分 

8組 20人 

（定員 30組・申込 9組） 

【観戦】 

第 1～第 3試合 
午前 11時 10分 

約 402人 

（申込不要） 

【親子体験会】 

小学校低学年と保護者 
午後  4時 40分 

7組 17人 

（定員 30組・申込 8組） 
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（４）当日の様子 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 ２月実施のパラスポーツイベント再構築について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

既存の「知ってエンジョイ・パラスポーツ体験会」については、より多 

くの地域住民が参加できる「レク・ボッチャ大会」へ、地域予選会形式に 

拡充したうえで事業移行することとしたので報告する。 

 

１ イベント再構築の内容 

（１）来場者数が減少傾向の「知ってエンジョイ・パラスポーツ体験会」 

は、より多くの地域住民が参加できる「レク・ボッチャ大会」に拡充・ 

統合する。 

（２）区内でボッチャの人気が高まっているため、例年１日で実施・開催 

しているレク・ボッチャ大会に、優先出場権を取得できる地区大会を 

１月下旬から２月上旬に開催する形で拡充する。 

（３）今年度は江北地域学習センターと東和地域学習センターの２か所で 

地区大会を開催する方向でスポーツ推進委員会と検討中 

（４）レク・ボッチャ大会の地区大会に合わせて、参加者や見学者に対し 

て、卓球バレーや競技用車いす体験などのパラスポーツ体験ができる 

場を提供する。 

（５）パラスポーツ体験は、体育館の一部を利用し１競技を想定 

（６）パラスポーツミーティング参加者に声掛けし、運営に参加してもら 

うことで、ボッチャの地区大会をスポーツ関係者や福祉関係者の交流 

の場として広げていく。 

 

２ これまでの「知ってエンジョイ・パラスポーツ体験会」 

（１）開催目的 

主として健常者へ向けて、パラスポーツの体験を通じて障がいへの 

理解を深めてもらう。 

（２）開催時期 

例年、２月第１日曜日に開催 

（３）場所 

総合スポーツセンター 

（４）内容 

車いすバスケ、ふうせんバレー ほか５種目の体験 
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（５）来場者数推移 

年度 天気 来場者数 

平成２６年度 晴れ ２２５人 

平成２７年度 晴れ １０５人 

平成２８年度 曇り ４３４人 

平成２９年度 晴れ ２０４人 

平成３０年度 晴れ ３３７人 

令和 元年度 晴れ ７８７人 

令和 ２年度 コロナ禍により中止 

令和 ３年度 コロナ禍により中止 

令和 ４年度 晴れ １２６人 

令和 ５年度 雨のち曇り １４８人 

令和 ６年度 雨のち曇り ８３人 

令和 ７年度 晴れ １６３人 

※ コロナ禍以前の来場者数の増加要因については、令和３年開催の 

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、社会全体でパラスポ 

ーツへの関心が高かったと推察される。なお、周知方法や体験内容 

はコロナ禍以前と現在では大きく変更していない。 

（６）令和７年度従事者数 

１０６名 

（足立区スポーツ推進委員６２名、協力競技団体２４名、ボランテ 

ィア１４名、区職員６名） 

（７）課題 

ア あだち広報やＳＮＳ、ポスター掲示など様々な手段で周知してい 

るが、コロナ禍以降の来場者数は頭打ちの状況である。 

イ 「スペシャルクライフコートフェスティバル（４月開催）」 

「パラスポーツ×レクリエーション体験会（月２～３回開催）」と 

内容の一部重複や開催時期が近いことなどから、目的や役割分担が 

不明確になっている。 

 

３ 例年開催のレク・ボッチャ大会 

（１）開催時期 

例年、２月第３日曜日に開催 

（２）場所 

総合スポーツセンター 

（３）内容 

ア １チーム３～６名でのエントリー 

イ ２４チームによるリーグ戦及び決勝トーナメント方式により優勝 

チームを決定 
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（４）参加者数推移 

年度 申込チーム数 申込者数 

令和４年度 １６チーム ５１人 

令和５年度 ２９チーム １１５人 

令和６年度 ２２チーム ８５人 

令和７年度 ２８チーム １１１人 

（５）令和７年度従事者数 

６３名（スポーツ推進委員６０名、区職員３名） 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 「一箱古本市」実行委員会立ち上げに向けたイベントの実施について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

図書館サービスデザイン担当課 

内   容 

「本でつながるプロジェクト」における取組の一つである「一箱古本市」 

について、実行委員会立ち上げに向けた機運醸成のイベントを次のとおり 

実施する。 

 

１ 開催概要 

（１）イベント名 

「地球の歩き方 足立区」からひもとく、足立の魅力と本のある風景 

（２）目的 

ア 「本でつながるプロジェクト」を通して区が実現したいと考えて 

いることをＰＲする。 

イ 集まった区民に対して、一箱古本市を体験し、興味をもってもら 

うことで、一箱古本市の区内開催に向けた機運を醸成する。 

（３）日時 

令和８年１１月２２日（日）午後２時から４時まで 

（４）内容 

ア ９月発行の「地球の歩き方 足立区」の編集者と一箱古本市経験者 

によるトークライブ 

内容 

【第一部】「足立区の歩き方」 

足立区の注目スポットを取り上げながら、まち歩きと本 

の相性の良さについて語る。 

 

【第二部】「本を通して、まちづくり 

 〜千住で一箱古本市をやる理由〜」 

全国の一箱古本市を事例に、「千住でやるならどこで、 

どんなふうにやりたいか」など、本と千住のまちについて 

語る。 

登壇者 

① 日隈 理絵 氏（「地球の歩き方 足立区」出版編集室） 

② 南陀楼 綾繁 氏（「一箱古本市の歩き方」著者） 

③ 不忍ブックストリート等過去の一箱古本市の主催や出 

店経験者 
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イ ミニ一箱古本市 

内容 
トークライブの前後の時間に、店主が１箱分の古本

を持ち寄り販売する「一箱古本市」を小規模で実施 

出店者 
登壇者が推薦する一箱古本市経験者等 

※ 次年度に向けた試験実施のため公募は行わない。 

箱の数 １人１箱（全１０箱程度） 

箱の大きさ 縦横：合計８０ｃｍ・高さ：６０ｃｍ程度 

（５）会場 

生涯学習センター（学びピア）４階講堂 

（６）定員 

２００名（先着） 

（７）参加費 

無料 

（８）申込方法 

１０月１３日（火）からオンライン申請または電話 

（９）周知方法 

   あだち広報１０月１０日号や区ホームページ、ＳＮＳで発信すると 

ともに区内各施設へのチラシの配架により周知していく。 

 

【参考】一箱古本市（概要） 

１ 参加者が商店街や神社等にそれぞれ段ボール１箱分の古本を持ち 

寄り、気軽に１日だけの本屋さんとなって販売するイベント 

２ 出店者ごとにテーマや個性を活かした選書がされている。 

３ 東京谷根千ではじまった「不忍ブックストリート」を先駆けに、 

本の販売にとどまらず、来場者と出店者、出店者同士の交流が生 

まれるコミュニティ型イベントとして全国各地で実施されている。 

 

 

２ 「一箱古本市」今後のスケジュール 

 項目 時期 内容 

１ 
「足立区関連本」 

特集展示 
１０月 

シティプロモーション課と連携した 

「地球の歩き方 足立区」を含む足 

立区関連本の特集展示を区立図書館 

全１５館で実施 

２ 

「地球の歩き方 足 

立区」からひもと 

く、足立の魅力と本 

のある風景 

１１月 

一箱古本市実行委員会立ち上げに向 

けたトークライブとミニ一箱古本市 

を実施 
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 項目 時期 内容 

３ 

「本のあるまちづく

り」トークイベント

と交流会の実施 

１２月 

～ 

 ２月 

本や出版、まちづくりに関連したゲ 

ストを招いたトークイベントを２回 

程度開催。イベントに合わせて参加 

者同士の交流会の実施も検討 

４ 実行委員会の募集  ２月 実行委員会の委員募集を開始 

５ 実行委員会立ち上げ  ３月 実行委員会を立ち上げ、活動を開始 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 あだち読書通帳における記帳達成時のプレゼント追加について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

あだち読書通帳における記帳達成時のプレゼントについて、次のとおり 

運用を変更し、プレゼントを追加するため報告する。 

 

１ 現状 

（１）目的 

プレゼントを通じて読書通帳の利用を促進し、子どもの読書活動の 

推進につなげる。 

（２）内容 

読書通帳１冊（５０冊分）の記帳につき、「ペットボトルカバー」   

を１つプレゼントする。 

 

２ 変更内容 

より多くの子どもが気軽に読書通帳に取り組めるよう、２０冊記帳達 

成時のプレゼントとして、読書推進につながるメッセージを印字したオ 

リジナルデザインのウェットティッシュを追加する。 

 

３ アンケート結果 

追加するプレゼントの選定にあたり、イベント来場者を対象にアンケ 

ートを実施した。 

（１）アンケート実施概要 

ア イベント名：ドットリボンママフェスタ 

イ 日時：令和８年６月６日（土）午前１０時から午後３時まで 

ウ 来場者層：乳幼児親子 

エ 投票数：計２２３票 

（２）アンケート結果 

順位 プレゼント候補 得票数 

１位 ウェットティッシュ １１３票 

２位 マスキングテープ  ４９票 

３位 メモ帳  ４２票 

４位 しおり  １９票 
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４ ウェットティッシュ選定の理由 

（１）アンケート結果の反映 

来場者アンケートのプレゼント候補の中で最も支持を集めた。 

（２）読書マナーの啓発 

   「本を読む前に手を清潔にする」という読書マナーの啓発につなが

るとともに、外出先でも気軽に本を開くことができ、乳幼児期から読

書に親しむきっかけづくりにつながる。 

 

５ 今後の方針 

令和８年１０月から、読書通帳に２０冊記帳した子どもにウェットテ 

ィッシュのプレゼントを開始し、読書通帳のさらなる利用促進を図って 

いく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月１８日 

件   名 未返却図書資料に対する催告書の発送について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

令和６年２月に策定した「未返却図書資料対策プラン」（以下、「対策 

プラン」という）における督促強化の主な取組として、令和６年度から金 

銭による請求を示唆する催告書を送付し、一定数の返却または弁償の申出 

を受けている。 

令和８年度も一定の効果があることを見込み、次のとおり催告書を発送 

する。 

 

１ 催告書の発送について 

（１）対象者 

令和７年中に貸出しした図書資料の返却がない者 

（２）対象人数・対象冊数（令和８年８月３１日時点） 

【未返却者数】 ５８人 

【未返却冊数】１９１冊 

（３）催告書の主な内容 

ア 未返却となっている図書資料について、令和８年１０月３０日 

（金）までの返却を求める。 

イ 令和８年１０月３０日までに返却されない場合は、該当の図書資 

料の希少性等を踏まえて、図書資料を紛失したものとみなし、足立 

区立図書館館則に基づき、相当額の賠償を求める可能性があること 

を催告書に記載する。 

（４）催告書発送日 

令和８年９月３０日（水） 
 

【参考】未返却資料に対する督促の流れ 
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催
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１週間後
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（４週間後）１か月後 ３か月後～ ２年目 ５年３年目 ４年目

除

籍

返
却
期
日

１０年

貸出停止継続期間

メールアドレス

登録なし

メールアドレス

登録あり

は

が

き

(

定

時

督

促

)

年

２

回

は

が

き

(

定

時
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促

)
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回

は
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き

(

定

時

督

促

)
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回

は

が

き

(

定

時

督

促

)

年

１

回

は
が
き

(

定
時

督

促

)

年

４

回

貸

出

停

止

督

促

先

不

明

の
未

返

却

本

の

み

除

籍

（以降1週間毎に最大40回送信）

電話

↓

はがき

↓

訪問

(区外資料)

メ
ー
ル

電話

はがき

ＳＭＳ

送信

携帯番号

登録あり

返却期日から

３日後

携帯番号

登録あり

１年後
（今回）
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２ 今後の方針 

（１）上記１の催告書発送後、返却・弁償した人数の昨年度との比較や、 

未返却者の傾向の分析により、催告書の効果検証を行う。 

（２）令和８年度末で期限を迎える「対策プラン」について、これまでの 

取組による効果を検証し、未返却の図書資料のさらなる削減につなが 

るよう内容を更新していく。 

 

≪参考≫現対策プランの主な取り組み内容 

方針１ 新たな未返却本を発生させない    

方針２ 早期督促を強化する    

方針３ 強力な文書で根雪を解消する    

方針４ 状況に応じて権利を放棄する 

   

 

23


